
JP 2010-99603 A 2010.5.6

10

(57)【要約】
【課題】　安全且つ安定した脱硝を行うことができ、さ
らには、排熱回収効率を高めることができる排ガス処理
方法及び排ガス処理装置を提供する。
【解決手段】　排ガス処理方法は、処理されるべき排ガ
スの一部を引き抜き、引き抜いた排ガスに尿素水を噴霧
して尿素水の熱分解によりアンモニアを生成させ、生成
したアンモニアを含む排ガスを脱硝触媒に供給すること
とした。排ガス処理装置は、排ガスを脱硝触媒により脱
硝する触媒脱硝装置７と、触媒脱硝装置７に供給される
排ガスの一部を引き抜くガス引抜きライン１１と、ガス
引抜きライン１１によって引き抜かれた排ガスに尿素水
を噴霧する尿素水噴霧設備１３と、尿素水噴霧設備１３
によって排ガス中に噴霧混合された尿素水を熱分解させ
てアンモニアを生成させる混合反応部１４と、混合反応
部１４において生成したアンモニアを含む排ガスを、触
媒脱硝装置７に供給する触媒用供給ライン１６と、を有
することとした。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
排ガス処理において、処理されるべき排ガスの一部を引き抜く工程と、引き抜いた排ガス
に尿素水を噴霧して尿素水の熱分解によりアンモニアを生成させる工程と、生成したアン
モニアを含む排ガスを脱硝触媒に供給する工程と、を含むことを特徴とする排ガス処理方
法。
【請求項２】
処理されるべき排ガスの一部を引き抜く前記工程は、再加熱された排ガスの一部を引き抜
くことを特徴とする請求項１に記載の排ガス処理方法。
【請求項３】
前記尿素水の熱分解速度を速めるために、引き抜いた排ガスを加熱する工程を更に含むこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載の排ガス処理方法。
【請求項４】
排ガス中の窒素酸化物濃度を計測し、その計測値に基づいて、前記尿素水の噴霧量を制御
することを特徴とする請求項１に記載の排ガス処理方法。
【請求項５】
排ガスの排熱を排熱回収ボイラにより回収する排熱回収工程を更に含み、尿素水の熱分解
により生成したアンモニアを含む排ガスの一部を、排熱回収ボイラによって排熱回収され
た排ガスに吹き込んで該排ガス中のＳＯ３を前記尿素水の熱分解により生成したアンモニ
アと反応させて硫酸アンモニウムを生成させ、排ガス中のＳＯ３濃度を低減させることを
特徴とする請求項１～４の何れかに記載の排ガス処理方法。
【請求項６】
排ガス中の硫黄酸化物濃度を計測し、その計測値に基づいて、前記尿素水の熱分解により
生成したアンモニアを含む排ガスを前記排熱回収ボイラによって排熱回収された排ガスに
吹き込む吹き込み量を制御することを特徴とする請求項５に記載の排ガス処理方法。
【請求項７】
排ガスを脱硝触媒により脱硝する触媒脱硝装置と、
　前記触媒脱硝装置に供給される排ガスの一部を引き抜くガス引抜きラインと、
　前記ガス引抜きラインによって引き抜かれた排ガスに尿素水を噴霧する尿素水噴霧設備
と、
　前記尿素水噴霧設備によって排ガス中に噴霧混合された尿素水を熱分解させてアンモニ
アを生成させる混合反応部と、
　前記混合反応部において生成したアンモニアを含む排ガスを、前記触媒脱硝装置に供給
する触媒用供給ラインと、
を有することを特徴とする、排ガス処理装置。
【請求項８】
処理すべき排ガスを再加熱する再加熱器が更に備えられ、前記ガス引抜きラインは、前記
再加熱器下流の煙道に接続されていることを特徴とする請求項７に記載の排ガス処理装置
。
【請求項９】
前記混合反応部は、排ガス中の尿素水の熱分解速度を速めるための加熱器を備えているこ
とを特徴とする請求項７又は８に記載の排ガス処理装置。
【請求項１０】
排ガス中の窒素酸化物濃度を検出する窒素酸化物濃度検出器と、該窒素酸化物濃度検出器
の検出結果に応じて、前記尿素水噴霧設備の尿素水噴霧量を制御する制御部と、を有する
ことを特徴とする請求項７～９の何れかに記載の排ガス処理装置。
【請求項１１】
前記排ガス処理装置が、排熱回収ボイラ及び低温熱回収器を更に備え、
　前記混合反応部において生成したアンモニアを含む排ガスの一部を、前記低温熱回収器
の上流位置において、前記排熱回収ボイラにおいて排熱回収された排ガスに吹き込む硫酸
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ガス除去用供給ラインを更に備えることを特徴とする、請求項７～１０の何れかに記載の
排ガス処理装置。
【請求項１２】
排ガス中の硫黄酸化物濃度を検出する硫黄酸化物濃度検出器と、該硫黄酸化物濃度検出器
の検出結果に応じて、前記硫酸ガス除去用供給ラインの供給量を制御する制御部と、を有
することを特徴とする請求項１１に記載の排ガス処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、焼却炉等から排出される燃焼排ガスを処理する方法及び装置に係り、詳しく
は、都市ごみや産業廃棄物等を焼却する焼却炉、ガス化溶融炉に付設されるガス燃焼炉、
あるいは、発電や温水利用等に使用される燃焼ボイラの火炉等の燃焼炉から排出される排
ガスを化学的に処理する排ガス処理装置及び排ガス処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ごみ焼却炉等から排出される排ガス中の窒素酸化物（NOX）を除去する方法とし
て、無触媒脱硝法と触媒脱硝法とが知られている。
【０００３】
　無触媒脱硝法では、アンモニア水もしくは尿素水を燃焼炉の燃焼室内に噴霧することに
より、窒素酸化物を分解する。尿素水を噴霧する燃焼室内の温度は、高温であるほど窒素
酸化物の除去効率が高いとされる。そのため、尿素水は、７５０～９５０℃の範囲の炉内
領域に噴霧され、この場合、３０％程度の窒素酸化物除去効率が期待できる。過剰な尿素
水の噴霧は、塩化アンモニウムを発生させる原因となり、煙突から紫煙を発生させる。
【０００４】
　触媒脱硝法では、触媒表面上において、燃焼排ガス中の窒素酸化物をアンモニアの存在
下で窒素ガスに分解する。触媒脱硝法では、９５％程度の除去効率が期待できるが、触媒
が非常に高価であることに加え、アンモニアを気化させて触媒脱硝塔の上流で吹き込む必
要があるため、劇物に指定されているアンモニアを貯留する貯留槽や、アンモニアを気化
させるための設備などが必要となり、構成設備が複雑かつ高価なものになる。
【０００５】
　図２は、従来のごみ焼却施設の排ガス処理装置の一例を概略的に示すブロック図である
。ごみ焼却炉１で発生する排ガスは、排熱回収ボイラ２、及び低温熱回収器の一種である
エコノマイザ３で排熱を回収された後、減温塔４、集塵装置５の一種であるバグフィルタ
、再加熱器６、触媒脱硝装置７、誘引通風機８を通じて煙突９から放出される。減温塔４
は、集塵装置５の濾布材質等の耐熱温度（例えば２５０℃以下）まで排ガスの温度を下げ
る。また、触媒脱硝装置７内にアンモニアガスを送るため、アンモニア注入装置１０が設
置されている。アンモニア注入装置は、図示しないが、アンモニア水貯留槽、アンモニア
気化装置等を備えている。なお、触媒脱硝装置７の触媒は、ダスト、硫黄酸化物（ＳＯｘ
）、アルカリ金属の堆積によって劣化するため、触媒脱硝装置７は、集塵装置５の下流側
に設置される。再加熱器６は、触媒反応の生じやすい温度に燃焼排ガスの温度を高める。
【０００６】
　触媒脱硝は上記したようにコスト高であり、このコストを低減するため、尿素水を焼却
炉内の上段に噴霧し、尿素の加水分解によりアンモニアを生成せしめ、生成したアンモニ
アの一部によりごみ焼却炉内で無触媒反応を起こさせ、ついで、ごみ焼却炉内の未反応ア
ンモニアを用いて、ごみ焼却炉の下流側に接続された触媒脱硝塔内で触媒脱硝反応させる
ことにより、触媒脱硝塔の入口におけるアンモニアの注入を不要にした排ガス脱硝方法が
提案されている（特許文献１）。
【特許文献１】特開平６－２６９６３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　しかしながら、アンモニアは、６００℃付近から徐々に酸化分解してアンモニア由来の
窒素酸化物を発生させ、この窒素酸化物は、８００℃をピークとして１０００℃程度まで
発生することが報告されている（高橋康光、他６名「希薄燃焼法によるディーゼルエンジ
ンの脱臭・分解装置としての適用」岐阜県保険環境研究所　所報　平成１８年、第１４号
）。
【０００８】
　一般にごみ焼却炉等における炉内温度は８００℃以上であるため、高温の炉内へ尿素水
を噴霧した場合には、アンモニアが熱分解していまい、下流に設置された触媒脱硝塔での
脱硝が不十分になることがある。
【０００９】
　また、燃焼排ガス中の窒素酸化物や硫黄酸化物等の発生量は、ごみの性質や炉負荷等に
よって変動し、ごみ焼却炉内での未反応アンモニア濃度を制御できないため、触媒脱硝塔
において安定した脱硝ができないことがある。
【００１０】
　さらに、都市ごみ焼却施設等の大型の施設では、排熱回収ボイラによって排熱を回収す
る場合が多いが、この種の排熱回収ボイラは、熱回収効率を高めるために、ボイラ出口に
おける燃焼ガスの顕熱を利用してボイラに送る給水を予熱する低温熱回収器を備えること
が多い。排熱回収ボイラの排熱回収効率を向上させるためには、給水温度を低くすること
が考えられるが、いわゆる硫酸腐食（低温腐食）を考慮しなければならない。この硫酸腐
食は、ごみ中の硫黄分が燃焼して生じる硫黄酸化物（ＳＯ３）が排ガス中の水分と反応し
て硫酸となることによって発生する。ごみの燃焼によって生じる硫黄酸化物は大半がＳＯ

２であるが、わずかにＳＯ３も含まれており、このＳＯ３が数ｐｐｍ含まれているだけで
も硫酸露点が１２０～１３０℃となる。そのため、エコノマイザ等の低温熱回収器の給水
管等が硫酸腐食の影響を受けないように、排熱回収ボイラへの給水温度は１４０℃以上に
設定される。すなわち、排ガスに含まれるＳＯ3が排ガス中の水分と反応して硫酸となっ
てエコノマイザの給水管等を腐食させる低温腐食を防止するため、排熱回収ボイラへの給
水温度は硫酸露点温度である１４０℃以下にすることができず、その結果、排熱回収効率
を高めることができなかった。
【００１１】
　そこで本発明は、安全且つ安定した脱硝を行うことができ、さらには、排熱回収効率を
高めることができる排ガス処理方法及び排ガス処理装置を提供することを主たる目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するため、本発明に係る排ガス処理方法は、排ガス処理において、処理
されるべき排ガスの一部を引き抜く工程と、引き抜いた排ガスに尿素水を噴霧して尿素水
の熱分解によりアンモニアを生成させる工程と、生成したアンモニアを含む排ガスを脱硝
触媒に供給する工程と、を含むことを特徴とする。
【００１３】
　また、処理されるべき排ガスの一部を引き抜く前記工程において、再加熱された排ガス
の一部を引き抜いても良い。
【００１４】
　また、前記尿素水の熱分解速度を速めるために、引き抜いた排ガスを加熱する工程を更
に含むことが好ましい。
【００１５】
　また、前記排ガス中の窒素酸化物濃度を計測し、その計測値に基づいて、前記尿素水の
噴霧量を制御することが好ましい。
【００１６】
　さらに、排ガスの排熱を排熱回収ボイラにより回収する排熱回収工程を更に含み、尿素
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水の熱分解により生成したアンモニアを含む排ガスの一部を、排熱回収ボイラによって排
熱回収された排ガスに吹き込んで該排ガス中のＳＯ３を前記尿素水の熱分解により生成し
たアンモニアと反応させて硫酸アンモニウムを生成させ、排ガス中のＳＯ３濃度を低減さ
せることが好ましい。この場合、排ガス中の硫黄酸化物濃度を計測し、その計測値に基づ
いて、前記尿素水の熱分解により生成したアンモニアを含む排ガスを前記排熱回収ボイラ
によって排熱回収された排ガスに吹き込む吹き込み量を制御することが好ましい。
【００１７】
　また、上記目的を達成するため、本発明に係る排ガス処理装置は、排ガスを脱硝触媒に
より脱硝する触媒脱硝装置と、前記触媒脱硝装置に供給される排ガスの一部を引き抜くガ
ス引抜きラインと、前記ガス引抜きラインによって引き抜かれた排ガスに尿素水を噴霧す
る尿素水噴霧設備と、前記尿素水噴霧設備によって排ガス中に噴霧混合された尿素水を熱
分解させてアンモニアを生成させる混合反応部と、前記混合反応部において生成したアン
モニアを含む排ガスを、前記触媒脱硝装置に供給する触媒用供給ラインと、を有すること
を特徴とする。
【００１８】
　前記排ガス処理装置において、処理すべき排ガスを再加熱する再加熱器が更に備えられ
、前記ガス引抜きラインは、前記再加熱器下流の煙道に接続されていることが好ましい。
【００１９】
　また、前記混合反応部は、排ガス中の尿素水の熱分解速度を速めるための加熱器を備え
ていることが好ましい。
【００２０】
　また、排ガス中の窒素酸化物濃度を検出する窒素酸化物濃度検出器と、該窒素酸化物濃
度検出器の検出結果に応じて、前記尿素水噴霧設備の尿素水噴霧量を制御する制御部と、
を有することが好ましい。
【００２１】
　さらに、前記排ガス処理装置が、排熱回収ボイラ及び低温熱回収器を更に備え、　前記
混合反応部において生成したアンモニアを含む排ガスの一部を、前記低温熱回収器の上流
位置において、前記排熱回収ボイラにおいて排熱回収された排ガスに吹き込む硫酸ガス除
去用供給ラインを更に備えることが好ましい。この場合において、排ガス中の硫黄酸化物
濃度を検出する硫黄酸化物濃度検出器と、該硫黄酸化物濃度検出器の検出結果に応じて、
前記硫酸ガス除去用供給ラインの供給量を制御する制御部と、を有することがより好まし
い。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、処理されるべき排ガスの一部を引き抜き、尿素水を噴霧し熱分解によ
りアンモニアを生成し、生成したアンモニアを脱硝触媒へ供給するので、安全且つ安定し
てアンモニアを生成し、触媒脱硝することができる。
【００２３】
　また、引き抜いた排ガスを加熱して尿素水の熱分解を速めることにより、迅速にアンモ
ニアを生成することができる。
【００２４】
　さらに、尿素水の熱分解により生成したアンモニアの一部を、排熱回収ボイラによって
熱回収された排ガスに吹き込むことにより、排ガス中のＳＯ３をアンモニアと反応させて
硫酸アンモニウムを生成させ、硫酸露点を下げて熱回収効率を高めることができる。
【００２５】
　また、排ガス中の窒素酸化物濃度や硫黄酸化物濃度を検出し、尿素水噴霧量や、生成し
たアンモニアの吹き込み量を制御することで、リークアンモニア濃度を所望値以下に高精
度に制御することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
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　本発明を実施するための最良の形態について、図１を参照して説明する。
【００２７】
　図１は、本発明に係る排ガス処理装置及び排ガス処理方法の一実施形態を概略的に示す
ブロック図である。図示例の実施形態は、ごみ焼却炉１から排出される排ガスを処理する
。
【００２８】
　図１に示す排ガス処理装置は、ごみ焼却炉１で発生する排ガスから排熱を回収する排熱
回収ボイラ２、排熱回収ボイラ２で熱回収された低温排ガスから更に排熱を回収する低温
熱回収器の一種であるエコノマイザ３、エコノマイザ３で排熱を回収された排ガスを減温
する減温塔４、減温塔４で減温した排ガスを集塵する集塵装置５の一種であるバグフィル
タ、集塵装置５で集塵した排ガスを再加熱する再加熱器６、再加熱した排ガスを触媒脱硝
する触媒脱硝装置７、排ガスを誘引して排出する誘引通風機８、および、排ガスを排出す
る煙突９を備え、これらが煙道で繋がれている点は、図２に示す従来装置と同様である。
【００２９】
　ごみ焼却炉１の内部は、一般に８００～１０００℃程度の燃焼雰囲気となる。ゴミ焼却
炉１から排出された排ガスは、排熱回収ボイラ２内で熱を奪われ、排熱回収ボイラ２の出
口付近では２５０～４００℃程度となる。排熱回収ボイラ２を出た排ガスは、エコノマイ
ザ３でさらに熱を回収された後、減温塔４において集塵装置５であるバグフィルタで受け
入れ可能な温度まで減温され、集塵装置５で集塵される。バグフィルタのような集塵装置
５は、濾布材質の耐熱性の問題から排ガス温度を２５０℃以下に抑える必要がある。集塵
装置５で煤塵を除去された排ガスは、再加熱器６によって、触媒脱硝装置７で効率よく触
媒脱硝反応する温度（２００～２３０℃）に再加熱される。
【００３０】
　図１に示す排ガス処理装置は、再加熱器６と触媒脱硝装置７とを繋ぐ煙道６７に、排ガ
スの一部を引き抜くためのガス引抜きライン１１の一端が接続されている。ガス引抜きラ
イン１１は、誘引通風機１２が介在させられ、煙道６７を通り再加熱器６から触媒脱硝装
置７に供給される排ガスの一部を引き抜くことができる。ガス引抜きライン１１が引き抜
く量は、例えば、煙道６７を流れる排ガスの５％程度とすることができる。
【００３１】
　ガス引抜きライン１１には、ガス引抜きライン１１内を流れる排ガスに尿素水を噴霧す
るための尿素水噴霧設備１３が接続されている。
【００３２】
　尿素水噴霧設備１３は、図示しないが、尿素水貯槽、ポンプ、噴霧ノズル等を備えるこ
とができる。ガス引抜きライン１１内の排ガスは２００～２３０℃あり、この温度域にあ
る排ガスに尿素水が噴霧されると、排ガス中で尿素水は蒸発する。なお、図示例では、尿
素水噴霧設備１３の尿素水供給管１３ａは、ガス引抜きライン１１に接続されているよう
に図示されているが、例えば、混合反応部１４を構成する反応容器内に直接尿素水を噴霧
する構成とすることもできる。
【００３３】
　ガス引抜きライン１１の他端は、混合反応部１４の流入部に接続されている。混合反応
部１４では、尿素水噴霧設備１３によってガス引抜きライン１１を流れる排ガス中に噴霧
混合された尿素水を熱分解させてアンモニアを生成させる。
【００３４】
　混合反応部１４は、噴霧された尿素水をアンモニアに分解するのに充分な滞留時間を確
保できる構造のものであれば良く、ドラム缶状の容器構造をした反応容器を用いることも
できるし、あるいは、ガス引抜きライン１１を構成する配管の尿素噴射位置より下流の配
管部分によって構成することもできる。例えば、ガス引抜きライン１１を流れる排ガスが
２００℃程度である場合には、排ガス中の尿素水が熱分解してアンモニアを生成するため
に必要な反応時間は約２秒以上であり、したがってこの場合には、混合反応部１４は、排
ガスが流入してから流出するまで２秒以上かかる構造のものとされる。
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【００３５】
　尿素水が熱分解する反応時間を短縮するために、混合反応部１４は、加熱器１５を備え
ることができる。この加熱器１５によって、例えば、混合反応部１４内を４００℃程度迄
加熱しても良く、これにより尿素水の熱分解に必要な反応時間は、大幅に短縮される。
【００３６】
　混合反応部１４において生成したアンモニアを含む排ガスを触媒脱硝装置７に供給させ
る触媒用供給ライン１６が備えられている。触媒用供給ライン１６は、一端が混合反応部
１４に接続され、他端が煙道６７に接続されている。触媒用供給ライン１６には、排ガス
流路断面積を制御可能なダンパー１７が介在されている。なお、触媒用供給ライン１６の
他端は、図示例では煙道６７に接続されているが、煙道６７を介さず触媒脱硝装置７に直
接供給する構成とすることもできる。
【００３７】
　また、本発明に係る排ガス処理装置は、混合反応部１４において生成したアンモニアを
含む排ガスの一部を、エコノマイザ３の上流位置において、排熱回収ボイラ２によって排
熱回収された排ガスに吹き込んで、排ガス中のＳＯ３を、混合反応部１４で生成したアン
モニアと反応させて硫酸アンモニウムを生成させ、排ガス中のＳＯ３濃度を低減させる硫
酸ガス除去用供給ライン１８を備えることができる。
【００３８】
　排熱回収ボイラ２に熱を奪われ２５０～４００℃程度の温度範囲にある排ガス中のＳＯ

３は、アンモニアガスと反応することにより硫酸アンモニウムを生成し、その結果、排ガ
ス中のＳＯ３は減少する。なお、この温度域では、無触媒脱硝反応は生じず、アンモニア
ガスは、ＮＯｘを分解できないため、ＳＯ３と選択的に反応する。
【００３９】
　硫酸ガス除去用供給ライン１８は、一端が触媒用供給ライン１６に接続され、他端が排
熱回収ボイラ２とエコノマイザ３とを繋ぐ煙道２３に接続されている。図示例においては
、硫酸ガス除去用供給ライン１８は煙道２３に接続されているが、排ガス温度が２５０～
４００℃程度の範囲にあれば、排熱回収ボイラ２の内部に、生成されたアンモニアを含む
排ガスを供給するように、排熱回収ボイラ２に硫酸ガス除去用供給ライン１８を接続する
こともできる。なお、硫酸ガス除去用供給ライン１８には、流量制御のためのダンパー１
９が介在され得る。
【００４０】
　排ガス処理装置は、排ガス中の窒素酸化物（NOｘ）濃度を検出する窒素酸化物濃度検出
器２０と、窒素酸化物濃度検出器２０の検出結果に応じて、尿素水噴霧設備１３の尿素水
噴霧量を制御する制御部２１と、を備えることができる。
【００４１】
　窒素酸化物濃度検出器２０は、例えば図１に示すように、集塵装置５と再加熱器６とを
接続する煙道５６を流れる排ガス中の窒素酸化物濃度を検出することができる。窒素酸化
物濃度検出器２０によって検出された濃度信号が制御部２１に送られ、制御部２１は、尿
素水噴霧設備１３の尿素水噴霧量を制御する。
【００４２】
　また、排ガス中の硫黄酸化物（ＳＯＸ）濃度を検出する硫黄酸化物濃度検出器２２と、
硫黄酸化物濃度検出器２２の検出結果に応じて、硫酸ガス除去用供給ライン１８の供給量
を制御する制御部２１と、を備えている。硫黄酸化物濃度検出器２２は、例えば、集塵装
置５と再加熱器６とを接続する煙道２０を流れる排ガス中の硫黄酸化物濃度を検出するこ
とができ、公知のＳＯ３ガスセンサー等を利用することができる。
【００４３】
　触媒脱硝装置７の触媒表面上において、排ガス中の窒素酸化物をアンモニアの存在下で
窒素ガスに分解する反応式は、以下となる。
【００４４】
　４NO＋４NH３＋O２→４NO２＋６H２O　・・・（１）
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　NO２＋NO＋２NH３→２N２＋３H２O　　・・・（２）
　上式（１）、（２）は、理論的には１００％に近い反応である。上式より、触媒脱硝反
応に使用するアンモニア量は、減少したＮＯｘ量と同程度である。したがって、例えば、
図１に示すように、生成したアンモニアを含む排ガスを注入する位置（図では、触媒用供
給ライン１６が煙道６７に接続される位置）の上流位置（図では集塵装置５と再加熱器６
との間）で、焼却炉等の負荷変動による排ガス中のＮＯｘ濃度を窒素酸化物濃度検出器２
０により検出し、制御部２１が、この検出信号を受けて、ＮＯｘ量相当のアンモニアを生
成するように、尿素水噴霧設備１３の尿素水噴霧量を制御弁１３ｂにより制御する。なお
、制御部２１は、硫酸ガス除去用供給ライン１８に生成したアンモニアを含む排ガスの一
部を送る場合には、硫酸ガス除去用供給ライン１８に送る分を尿素水噴霧設備１３の尿素
噴霧量に加算する。制御部２１は、尿素水噴霧量の制御に加えて、ダンパー１７の開度を
制御するようにしてもよい。排ガスの流量と検出されたＮＯｘ濃度（ｐｐｍ）とから、減
少されるべきＮＯｘの量（モル／分）を求めることができる。
【００４５】
　また、制御部２１は、図示例のように集塵装置５の出口付近のＳＯ３濃度を硫黄酸化物
濃度検出器２２によって検出し、検出されるＳＯ３濃度を０ｐｐｍに近づけるように、Ｐ
ＩＤ制御等のフィードバック制御により、ダンパー１９の開度を制御することができる。
【００４６】
　排ガス中のＳＯ３が減少することで、硫酸露点温度が低下するため、硫酸腐食に対する
安全性が高まる。また、エコノマイザ３等の低温熱回収器を備える場合には、硫酸露点温
度が低下した分だけ熱媒温度を低く設定することが可能となり、熱回収能力を向上させる
ことが可能となる。さらに、エコノマイザ３の出口付近の排ガス温度を低下させることに
より、集塵装置５の保護を目的としていた減温塔４を小型化あるいは省略することも可能
となる。なお、硫酸ガス除去用供給ライン１８を通じて集塵装置５の上流の排ガスに供給
されるアンモニアの量は、従来の無触媒脱硝と比較した場合、その量が少量であるため、
捕集灰へのアンモニア移行量が低減され、アンモニア臭を抑制し得る。
【００４７】
　リークアンモニアを例えば、触媒脱硝装置７の下流位置において、レーザーアンモニア
濃度計等のアンモニア濃度検出器（図示せず。）により検出し、その検出値を制御部２１
に送り、制御部２１は、窒素酸化物濃度検出器２０及び硫黄酸化物濃度検出器２２からの
検出値に基づいて、尿素噴霧量、生成したアンモニアの吹き込み量を制御するに際し、リ
ークアンモニア濃度を参照して、リークアンモニア濃度が１０ｐｐｍを超えないように制
御することもできる。
【００４８】
　本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲に
おいて種々の変更態様を採用することができる。
【００４９】
　例えば、排ガス処理に於いては、集塵装置としてバグフィルタの他に、セラミックフィ
ルターのように高温対応型の集塵装置がある。排ガス処理に高温対応型の集塵装置を採用
している場合は、２００～２３０℃程度の排ガスを集塵することができるので、上記実施
形態で示した減温塔や再加熱器を省くことができ、集塵装置を通過した排ガスを再加熱す
ることなくその一部を引き抜いて尿素水を噴霧すれば尿素水の熱分解によりアンモニアを
生成することができるので、そのアンモニアを含む排ガスを脱硝触媒に供給することがで
きる。従って、排ガス処理における集塵装置の種類に依らず、尿素水の熱分解に必要な温
度域（好ましくは２００～２３０℃）にある排ガスの一部を引き抜き、引き抜いた排ガス
に尿素水を噴霧して、尿素水の熱分解により生成したアンモニアを脱硝触媒に供給すれば
よい。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明に係る排ガス処理装置の一実施例を示すブロック図である。
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【図２】従来の排ガス処理装置を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００５１】
１　焼却炉
２　排熱回収ボイラ
３　エコノマイザ（低温熱回収器）
４　減温塔
５　集塵装置
６　再加熱器
７　触媒脱硝装置
８　誘引通風機
９　煙突
１１　ガス引抜きライン
１３　尿素水噴霧設備
１４　混合反応部
１５　加熱器
１６　触媒用供給ライン
１８　硫酸ガス除去用供給ライン
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